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のである。このような近代への前近代の眼差しは、近代性に対する鋭く斬新な分析方法で
あり、これからも注目すべき研究であろう。  





























 修信使に対するマスメディアの反応は多様であった。第 1 次使行に関する報道には、修
信使随行員の様子を「因循固陋」だと否定的に記述する場合もあったが、そのような見方
に対しての批判的な記事も存在した。しかし、こうした多様な評価は「絶対的」近代化の
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流れによって消え始めた。特に壬午事変前後には、朝鮮と日本の歴史的な関係より、朝鮮
の現状を知らせる記事が多くなった。  



















































 審査委員会は午後 2 時 45 分まで、最終口述試問を実施し、引き続き審査委員が最終判
定を行った。その結果、委員全員の一致を得て、本論文が博士の学位を授与するに値する
ものと認めた。  
